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Abstract：The core of national education is traditional culture, and moreover, it must be based on 
history, which is regarded most important. This paper is focusing on national history. After defeat in the 
war, the occupied forces excluded education of national history, moral training, and traditional culture 
because of the policy on forcing to weaken Japanese structure. The difference between humans and 
animals depends on whether they form their characters, or not. History leads to broaden human minds 
freely and eternally, and so does education. Therefore, ‘the education for human growth’ should create 
free individuals. Characters are needed in not objectivity but subjectivity for education. This is why 
traditional cultures are required in education, and the core of the education is to deepen philosophers 
of the past. Attitudes of philosophers toward academics relate with ‘shi-sei’ which signifies to stress 
the way of professors, respect them, and ask them faithfully. The present writer hopes that traditional 
cultures in education restore the inquiring mind.
Keyword：deepening philosophers of the past,  arts transmitted from one’s professor,  duties and 
responsibilities of a professor,  power to create ‘villages’,  development of traditional cultures
　明治維新の最も偉大な指導者である吉田松陰（1830
～ 1859）は 30 歳の若さで安政の大獄の犠牲となる。
その松陰は 22 歳の時 , 藩主の毛利敬親に従って江戸へ
遊学し , 山鹿素水 , 佐久間象山らに学び , さらに東北遊






に生まれているのだから , 日本人だと思っていたが , 水
戸に来て学んでみて , 私は今まで日本という国家の本
１．人として日本に生まれた厳粛な事実











いわれ , 一時期は , フリーセックスさえもてはやされ ,
禁欲や自制は時代遅れで , さげすまれる風潮すらあっ
た。したがって , 人倫や人間の尊厳 , 国家の尊厳は , 家
庭や地域など学校教育以外の社会教育の場で学ぶほか
はなかった。また , 歴史や伝統文化についても , 占領政
策や唯物史観の影響がずっと尾を引き , 学校教育にお
いては自国を卑下したり悪しざまにののしったりする






て , その補完教育の場として , 青年の家や少年自然の家




　こうした努力が実を結び , 戦後 60 数年を経て , よう














































　その後 , 松陰は 25 歳の時に神奈川・下田でアメリカ
軍艦に乗り込むが , 渡航を拒否され自首し , 萩に護送さ
れ , 野山獄に入れられる。その入牢中の 26 歳の時に ,
従弟の玉木毅甫の 15 歳元服に際し , 有名な『士規七則』
を書き贈っている。７つの規則を掲げこれらを身につ
けて , はじめて「人と成る」ことができるという。
　まず ,「およそ生れて人となる , よろしく人の禽獣に
異なる所以を知るべし」, その次に ,「およそ皇国に生
れては , よろしく吾が宇内に尊き所以を知るべし。け
だし皇朝は万葉一統にして , 邦国の士夫 , 世々禄位を継
ぎ , 人君は民を養ひて , 以て祖業を続ぎたまふ。臣民は




　戦後の学校教育においては , 人の人たる所以 , 人間と
して踏むべき道 , 日本の正しい歴史・伝統文化につい
ては , ほとんど学ぶことがなかった。われわれが受け
た学校教育は ,「人も動物である」と , ホモ・サピエン
スとして生物界の動物的面ばかりを強調された教育の
中で育ってきた。動物的な本能のままに振舞うことが




みと味ひ , 深い意味をその中に発見し , 自分の本当の姿
をそこに見出してゆく代りに , むしろ之を軽く見 , あつ
さりと見過ごすやうになるのである。」
　「国史の教育は , 大いに改めねばならない。単なる年
表的抜書を改めて , 文化の開展 , 国民生活の発展 , 国民
思想の進展を明かにし , 時代々々の相違をはつきりと







に , 色々の趣向が凝らされ , 色々の考案がめぐらされて
ゐる。教授の技法は随分進んでゐる。而して一の精神
が欠けてゐる。」
　そして ,「殊に遺憾に思ふことは , 先賢に対する尊敬







ある。道を求る熱烈なる心 , 賢を賢として色に易ふる心 ,
長者に敬して仕ふる心 , この心 , 今の教育界に甚だ稀で
ある。」として , 道元禅師の『正法眼蔵』を引きながら ,
「道を重んじ身を軽んじ , 得道の人を礼拝して法を尋ぬ
る至誠 , これが先賢の態度であった」と説き ,「この心 ,
今の世に於いて殆んど稀である。呪われたる哉 , 求道
の至誠なき教育界！　ひとり国史教育といはず , 教育
界のすべてにわたつて , 技巧いよいよ進んで , 而して一
の精神を欠いてゐる。」と断じ , 国の行く末を憂いている。
３．古典や言葉の継承の重要性
　古典にしてもそうだが , 伝えていかないと , その言葉
自体が死語になってしまう。















なく , 又は神道を尊敬はせらるれども , 未









ねて , 新しきを知れば , 以て師
たるべし」とある。現代の諸問題を考え , それに取り
組むには , 外国のことも学習し , 現代の諸問題も考察し
なければならない。「時務を知るは俊傑にあり」（『十八












わが国は , すでに満州事変に突入し , 困難な国際関係の
もとにありながら , 国内では思想的にマルクス主義・
共産主義 , 大正時代以降のデモクラシーと , これに反発
する国家主義者等の対立論争が熾烈であった。当時の
日本 , 特にその教育界に最も欠落しているものとして ,
同博士は先賢に対する尊敬心を強く指摘している。
　そこでは , まず歴史教育について ,「日本の歴史こそ ,
我々日本人をして , 真に日本人たらしむるもの , 真に人
格たらしむるものであり , 従つて歴史こそ , 教育の中心
をなし , 核心をなすものである。しかるに従来の国史
教育は , この重大なる任務をになふに , 甚だしい欠陥を
もつてゐる。それは政治上の出来事を雑然とならべ立



































　大意は , 霊峰富士は , まことに気高く雄々しく , 千年
万年の昔から今も変わらぬ姿でそびえている。この峰
から昇る朝日はあかあかと国中を隈なく照らしている。















＊弘道館記述義〔1852〕上「夫日出之郷 , 陽気所レ発 ,
地霊人傑 , 食饒兵足」 
　伝承が途絶えると , わずか１世紀前の先人の座右銘
や最も好んだ言葉すらわからなくなってしまう。
　ここで詩吟や漢詩を取り上げたが , いま , 漢文や漢詩
の教育は , 古文以上におろそかになってはいないだろ










































　これも , その一例であるが , 筆者は , 平成 22 年 11 月




































　偶記とあり , その下に２日とあるが , これは安政６年
４月２日。安政６年というと松陰先生が殺された年で
ある。その年の秋に殺されたので , 松陰先生没する半


















　○四月二日夜初更 , 余獄燈をもて書を観る , 偶
たまたま
人有
り , 菅茶山の楠公の詩を誦し , 遠くよりして至る ,
　しかし , ４月２日の初更 , 私は牢屋のかすかな燈で書
物を読んでいると , ちょうど人が菅茶山の楠公をほめ
たたえた詩をうたって , 遠方よりやってきた。






な詩といえば ,「千歳恩讐両つながら存せず , 風雲長へ











かに , 遂に滅して聞くべからざるなり ,
　私は書物を読むのをやめて , これを聞き , その数句を
認識することができた。そうしていると , だんだん遠














　獄外街上 , 夜毎に謳歌放唫して過ぐる者あり , 往々其
の何の詞何の語たるを審らかにし難し , 四月二日夜初
更 , 余獄燈をもて書を観る , 偶人有り , 菅茶山の楠公の
詩を誦し , 遠くよりして至る , 余耳を傾けて其の数句を
認む , 已して稍遠く稍微かに , 遂に滅して聞くべからざ
るなり , 未だ久しからずして復旋り , 方孝友絶命の詩及
び文山零丁洋の詩末の句を誦し , 然る後はすなはち去
れり , 声甚だ清亮ならずと雖も , 音吐頗る洪 , 軽佻の態
少なし , 蓋し奇男子なり , 嗚呼 , 学者孰れか文山孝友を
敬する知らざらん , 言或ひは楠公に及べば , 田父野老と
雖も必ず色を荘みて竦聴す , 天良く此の如し , 而して世
終に人物無し , 蓋し愚にして学を知らざること , 学ぶと
雖も実ならざると然るを致すのみ , 空谷の足音 , 猶ほ或
ひは喜ぶべし , 况や詩の声 , 機に触れて発動するおや ,
吾れ出でて之と言はんと欲す , 而して得べからず , 之を
記して人間に伝へ , 以て其の人を物色するなり。　（原
漢文）
　田中博士は ,「おそらく , こういう漢文に接すること
は初めてという人が多いと思う。書き下しで示したの
で , こういう読み方をするのかと思われる方が大部分

























































ている。すなわち , 人は自然と , 道義・道徳を尊重する
ものである。人の性は善なりというが , 人の性は自然 ,
道徳を尊重するものである。
　○而して世終に人物無し ,
　ところが , 世の中を見てみると , ついに人物がおら
ない。人の性は善といい , 無学の者も楠公の話を聞く





















　ところが , あまり経たないうちに , その人はまた帰っ
てきて , 今度は , 方孝友の絶命の詩と文山零丁洋の詩の
終わりの２句をうたい , そして行ってしまった。
　（方孝友という人は , 有名な明の忠臣・方孝孺の弟。
この人は , 反乱が起こり皇帝が都を捨てた時 , 方孝孺は
節を屈せず , 遂に殺されるに至ったのであるが , その時 ,
親族もことごとく誅戮に遭った。弟の方孝友が殺され





































とは , いろいろ困難な立場 , あるいはつらい立場に逢う
ということは , 一径より起こる , すなわち , 真に正しい
学問を学んだからこそ , そういうつらい目にあうのだ





問題としてではなしに , われわれ自身の問題として , お
互いに反省し , 深刻に考えなければならない。人の性
は善なりという。それにもかかわらず , どうして楠公
が今出ないのであるか , あるいは方孝友 , 文天祥のごと
き人物が出ないのであるか , といえば , 愚にして学を知
らない。世間一般の人々は , ただ自分の利害得失だけ














か。先哲によって , 学問がいかに深いものであり , いか
に欠くべからざるものであるかということは知ってい
ても , 単に幾何の公式のようなもの , あるいはお題目の
ようなもので , 実際に応用されないということであっ













　そして , 松陰先生は獄中にあっても , こういう優れた








　○空谷の足音 , 猶ほ或ひは喜ぶべし , 况や詩の声 ,
　人物が全くおらない時に , 足音を聞くのさえ喜ばし
いことであるのに , まして , いま聞くところの詩の声は ,























　〈まず , 安政６年という時点において , 人々がどうい
う詩を好んでうたっていたかということをこれによっ
て察することができる。
　ここであげられているのは , 楠公の詩 , 絶命の詩 , 零
丁洋の詩で , いずれもいわば忠義の人の肺肝を吐露し





いろいろな残念なことも多かった。しかし , 楠公を慕い ,






　次に , われわれ自身が反省して注意すべきことは ,「蓋
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東井義雄氏を訪問 , 教育実践のあり方について , 具体例
を中心に聞いた。東井氏の実践論は名著『村を育てる





で繰り返されたが , 掛け声倒れ , 画に描いた餅になって
しまった。教育界の外野席に身を置いたときから感じ






























　筆者は学生時代 , 寮生活を送っていた時 , 朝拝の時に
吉田松陰の『赤川淡水の常陸に遊学するを送るの序』
を皆と唱和した。漢文を書き下して紹介する。
　「古昔盛時の学たる , 上は治教経芸の大より , 下は歌
章音楽の小に至るまで , 師承する所あらざるはなし。
是を以て能く其の旧を存し , 其の故を守りて失はざる
なり。鎌倉室町を歴て , 逆乱相尋ぎ , 名教尽くし , 授受
の義 , 徒らに之を曲学小数に寓すれども , 而も亦た未だ
嘗て失墜せざるなり。徳川氏興りて , 師道稍や盛んに ,
学術日に闢け , 英才輩出す。而るに近日 , 読書稽古の士 ,
先輩を軽んじ , 師儒を慢ること , 天下皆な是なり。而し
て吾が藩 , 特に甚し。是にして止まずんば , 吾は恐る ,
師道地を掃ひ , 名教由つて存するなからんことを。是
れ固より宏才篤学の士の , 起つて之を振ふに待つある
なり。吾が友赤川淡水は , 歯富み才足り , 志高く気旺ん
なり。蓋し後進の袖領なり。傾ろ将に東のかた常陸に
遊び , 師を求めて之に從はんとす。夫れ常陸の学は , 天
下の推す所にして , 其の老輩碩師は , 皆な師承する所
あり。今ま淡水遠く往きて之に従ふは , 固より以て其
の学の蘊を尽さんと欲すればなり。嗚呼 , 淡水 , 師道を
慢ること勿れ , 私見を立つること勿れ。取捨去就 , 唯だ
先生に是れ聴かば , 則ち古道及び難からざるなり。吾 ,
小少より好みて書を読み文を作ると雖も , 未だ師承す
る所あらずして , 自ら焉れを疑ふ。淡水 , 往きて師とし
て之に事ふることを得ば , 亦た幸ひに斯の言を以て ,
之を質せ。」
　吉田松陰は , 嘉永４年 12 月から翌年にかけて , 東北



















































　元気みなぎる地域に , 人々の純朴な気風 , 息吹に接す
るとき , 地域興し・ムラ興しこそ国家再興の基盤だと
しみじみと思う。楠公を生んだのも河内の地域 , 菊池




になり , 高邁な理論も , 実践に裏打ちされたものでない
と意味がない。いま , 身体を動かすこと , 額に汗して働
くことを嫌う風潮があるが , 道徳教育の基本は身体を
動かすことから始まるといってよい。知行合一 , 生涯
学習の理念も , 為すことによって学ぶ , 学びを実践に移




り , それが国を興す力になっていく。われわれの父祖は ,
そのようにして歴史を歩み , 伝統文化を継承し , 開展し
てきたのである。われわれ自身の中に脈々と流れる歴
史を呼吸し , 実感しする伝統文化教育こそ ,「人間教育」
を培うものでなければならない。
　国民教育の中心となるものは伝統文化の教育であり ,
さらにその骨髄となるものは歴史でなければならない。
歴史こそは国民教育の中核である。その歴史は , 自国
